
▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

○ソング
　◦君が代
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦阿部克弘会長（本日は会長エレクト研修報告会です。次年度に向けて頑張っていただきたいと思いま

す。市川会員３分間スピーチ有難うございました。）
　◦十文字光伸幹事（本日は藤田龍文会長エレクト、会長エレクト研修報告ありがとうございました。又、

誕生日祝いありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（藤田会長エレクト、卓話ありがとうございます。重責ですが期待してます。）
　◦関谷亮一会員（誕生祝いありがとうございました。４月９日で81才の（青年）迎えます）
　◦石川格子会員（久々の出席となってしまいました。次年度に向けても貢献できるよう調整して参りま

す。）
　◦金田昇会員（いよいよ次年度の準備ですね。今年度あと３ケ月もしっかり楽しんで次年度へ継ぎまし

ょう。）
　◦長克則会員（久しぶりの参加になってしまいました。スマイルさせて頂きます。）
　◦緑川直人会員（本日はありがとうございます。

これからもかわらずがんばってまいります。）
　◦居川孝男会員（職業奉仕が多くてなかなか参加

出来ず申し訳ございません。結婚記念日のお祝い
ありがとう御座いました。）
　◦湊洋子会員（たんじょう日プレゼントありがと

うございました。）
　◦沼田重一会員（先月、結婚記念日の花、ありが

とうございました。二人で記念日忘れていました。
いただいたその日だけ、優しかったです。来週は
観桜会、よろしくお願いします。）
　◦宮本多加夫会員（今月は、誕生日と結婚記念日

のダブルでお祝いいただきありがとうございまし
た。）
　◦大住由香里会員（誕生日のお祝いありがとうご

ざいます。今年は誕生日をロータリーの皆様と沖
縄で迎える事となりました。幸せです。）

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

創立１９８６年2024ー25年度クラブ目標

会　長　　阿　部　克　弘
幹　事　　十文字　光　伸

『思いやりがある　感謝のロータリー』

2024－25年度国際ロータリーテーマ
第1847回例会
令和7年４月３日（１２：30～1３：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １９名

T  全 正 会 員 数 ７３名

C  Ⓐの出席者数 ２２名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １２名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３４名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６６
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５１．５％

第1847回例会出席状況� （R7年4月3日)
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■会長の時間� 阿部克弘会長

　皆さん、こんにちは。本日も忙し
い中、出席をいただきまして誠にあ
りがとうございます。4月といえば、
ロータリーとは違いまして世間はも
う新年度を迎えて動き始まっており
ます。いろいろと忙しい部分があろ

うかとは思いますが、是非引き続きロータリーへの参
加をお願い申し上げます。さて今日はですね、皆さん
のところに前回おこなわれました盲導犬応援プロジェ
クトのアンケートの集計結果、これ山縣先生のほうで
まとめていただいたものがメールで行ってるかと思い
ます。それについてちょっとだけお話をさせていただ
きたいと思います。このように山縣先生のほうで集計
を取っていただいてきちんとやっていただきました。
どこに出しても恥ずかしくないような内容になってお
ります。それで参加者数とかは前回山口委員長のほう
からも発表ありましたけども、大体アンケート集計の
結果に載ってるのは82名というふうになっております
が、1階で行われました動物のふれあいコーナーだけ
で帰ってしまった方も相当数いたらしいので100名前
後の来場者ということになります。また、イベントの
全体的にいかがでしたかということですと、ほぼ100
パーセントの方が、良かった、まあまあ良かったとい
う内容になっております。その中の理由の中に、盲導
犬の役割をよく知らなかったが感動です、声掛けの大
切さをしみじみ思いました、福島県の現状、犬・猫の
殺処分日本一と知りびっくりしました、盲導犬の性質
を知り一声かける大切さを知り実践していきます、鈴
木祐花さんの生の声が聞けて大変良かった、テレビで
見ること以外で苦労話が聞けて良かったというような
内容になっております。また、どうやってイベントを
知ったかというところなんですが、ポスターとか知り
合いからの声がけが大体75パーセントくらいになって
おります。また、障がい者差別解消法施行法について
知ってますかという、またその取り組みについてどう
ですかということで、まだまだ取り組みが少ない、積
極的な取り組みが必要だということが大体80パーセン
ト超えております。行政はもちろん人への理解を深め
る運動が足りていないと思いますとか、新聞やネット

本日のプログラム でまだ断る店やホテルがあると見聞きすると残念だと
いう内容になっております。あとは自由に当日の感想
を書いていただいたようなんですが、鈴木さんが盲導
犬と共に充実した生活をしていることに感動しました。
身近に盲導犬ユーザーがいないのですがもっと盲導犬
の理解を深められると良いと思いました、勉強になり
ました、飲食をやっているので盲導犬の入店が大丈夫
だということを広めたいと思ったと、障がいのある
方々が希望を持って動けるよう大切な応援プロジェク
トと思います、応援してますと。いろいろな感想がか
かれておりますので、是非皆さんのところに先程も申
し上げたようにメールで行っておりますので、一読を
していただければ大変ありがたいなと思っております。
本日はいろいろと誕生日のプレゼント、ロータリーの
友とか読みどころ見どころなんかもありますので、私
のほうはそろそろ終わりにしたいと思いますが、最後
に入り口のところにですね、大船渡大規模山林火災の
募金箱がありますので、まだされてない方は是非今日
帰る際に募金のほうをお願いしたいと思います。また
今日は会長エレクト研修報告会が藤田龍文会長エレク
トさんのほうから皆さんにありますので、是非次年度
に向けての大切なことがいろいろ発表があるかと思い
ますので、期待をしていただければなと思っておりま
す。会長の時間は以上とさせていただきます。本日も
どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ました。

■幹事報告� 十文字光伸幹事

○ガバナーエレクト泉田征慶：カル
ガリー大会について
○早川ガバナー事務所：2024ー25年
度ロータリー財団補助金報告書提出
のお願い
○日本事務局　業務推進室：環境月

間リソースのご案内
○ガバナー早川敬介：2024ー25年度「マスコミ懇談
会」動画配信のお知らせと視聴のお願い
○白河ユネスコ協会会長　小野利廣：ユネスコしらか
わ（第31号）の送付について
○ガバナー早川敬介：大会記念誌及びDVDの送付に
ついて
○ロータリーインターナショナル：公共イメージニュ

（２）
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ース：ロータリー公共イメージ向上に力を注ぐ
○㈱生駒時計店：CATALOGE2025-26
○白河赤十字奉仕団委員長　安澤荘一：令和７年度白
河赤十字奉仕総会の開催について
○白河ロータリークラブ2024-25年度会長　仁平賢
司：令和７年度全国ロータリークラブ甲子園野球大会
福島地区親善野球大会の開催について

■各委員会報告

●雑誌広報渉外委員会� 緑川直人副委員長

　改めまして、こんにちは。雑誌広
報委員会から『ロータリーの友』の
読みどころを説明させていただきま
す。まず横組みのほうからで7ペー
ジ開いていただきまして、特集環境
「目指せ！防災のＴＫＢ４８」とい

う見出しで書かれております。こちら何かといいます
と、その下に書いてあるんですけども、災害が発生し
たら、トイレ、キッチン、ベットの頭文字でＴＫＢと
なっておりまして、これを避難場所に48時間以内に整
備することを目指した取り組みということでございま
す。日本と同様にイタリアのほうも災害が多発してい
る国でありまして、そのイタリアの国が主導してこの
システムを取り入れておられるそうです。日本とイ
タリアの比較というのが、その次8ページから載って
おりますので比較という感じでちょっと眺めていただ
ければ違いが出てくると思います。やはりこの防災時、
防災の直接被害に遭われる方というのは沢山おられま
すが、その直接の被害の他にもやっぱり避難所の生活
のストイスなり何なりの影響で亡くなる被害関連死と
いう問題も多々ありますので、こちらのほうが少しで
も被害に遭った方々が安全にというか気を休めて過ご
せるような環境づくりをしていければなという考えが
ございます。こちら後で眺めていただければ為になる
事が書いてありますのでお願いします。次、縦読みの
ほうでページ開いていただきまして、53ページですか
ら縦の4ページになります。こちらが「身近な水から
未来の地球を考える」という見出しになっておりまし
て、こちら水というのは本当に日本は水道ひねれば出
てきますし、川も海も湖もということで豊かな自然の
一つとして皆さん捉えておられると思いますが、やは
りこれだけ自然災害とかそういったもの増えて、環境

的なものが増えてきた場合に、水というものを真剣に
向き合う時期に来てるのかなとも思います。その中で
横の7ページを見ていただきまして、我々の水の捉え
方は4つあるというふうに捉えられてるそうです。ま
ずは、資源としての水。二つ目が環境としての見かた。
三つ目が多様な価値としての見かた。四つ目として資
源としての見かたということで、それぞれからこう水
を見た時に、本当に飲み水、水道ひねったら出てくる
水だけではない側面が出てくると思います。いろいろ
水害とかあとは地下水の問題とか最近多いので、ちょ
っとこういった事にも興味持っていただければなと思
います。以上でございます。

●親睦活動委員会� 沼田重一委員長

【結婚記念日】
今井令雄会員、矢田部錦四郎会員、成井正之会員、宮
本多加夫会員、居川孝男会員、佐藤幸彦会員、櫻岡敏
之会員、島田修一会員、中嶋一貴会員、瀬谷隆志会員、
渡辺道直会員、十文字俊之会員
【誕生日】
関谷亮一会員、宮本多加夫会員、鳴島三夫会員、十文
字光伸会員、緑川直人会員、大住由香里会員、上杉謙
太郎会員、高田久美子会員、秋山ジョペル サロ会員

来週、観桜会、矢吹ロータリーとの合同例会となりま
す。バスのほうは、新白河駅午後5時、白河駅5時とな
っております。何か変更ございましたらご連絡くださ
い。

■3分間スピーチ� 市川正人会員

　こんにちは。市川でございます。
昨年の10月に、前任の寺島の後任で
ロータリーに入会させていただきま
して約6か月となります。会員の皆
さんにはご指導いただきながら、楽
しく参加させていただいておりま

す。4月からは野球同好会に入会しましたので、まあ
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ヘルニア、五十肩で体はボロボロですが足を引っ張ら
ないように頑張っていきたいと思います。現在、肩が
痛くて、この前息子とキャッチボールしたら18メート
ル届かなかったんですが、5月31日の大会までには120
キロ投げられるように頑張りたいと思います。それで
は、今回は金利について少しお話させていただきたい
と思っております。皆さんご存じのとおり、昨年の3
月にマイナス金利が解除となりまして、政策金利は昨
年の7月に0.25％。更に今年の1月に0.5％へ引き上げと
なっております。参考ですが、アメリカ、イギリスの
政策金利は4.5％。中国は3.1％、インドは6.25％になっ
ております。市場金利の上昇に伴いまして融資金利の
ベースとなります短プラが改定となっております。短
プラは日銀の金利誘導水準や金利政策動向、業務価格
水準などを総合的に考慮しまして金融機関ごとに公表、
決定されております。マイナス金利解除以降、市場金
利は上昇傾向にあります。こうした市場金利の動向を
踏まえまして、調達コストや経費率、信用コストの水
準、利ざやを総合的に考えまして適正水準確保のため
に金利や引き上げをさせていただいております。今後、
お客様に対しての円滑な資金供給を第一に考えながら、
適切な金利運営をおこなうと共に一層のサービス向上
に努めてまいりますので、金利引き上げにつきまして
はご理解いただければと思います。それでは3分とな
りましたので終わりにさせていただきます。

■本日のプログラム� 会長エレクト研修会報告

●藤田龍文会長エレクト

　皆さん、改めましてこんにちは。
本日のプログラムということで、Ｐ
ＥＴＳ研修の報告をさせていただき
たいと思います。当クラブには、パ
スト会長が調べましたら現在20名ま
だ会員の中にはいらっしゃっていた

だいてるので、そのパスト会長の皆様はもれなくこの
ＰＥＴＳ研修を受けられたということで、それ以外の
方はこのＰＥＴＳ研修って何なんだというのがわかり
づらい方も沢山
いるかとも思わ
れます。今日の
プログラムは会
長エレクト研修

会と書いてありますが、これがいわゆるＰＥＴＳ研修
のこの出てます2024‐25年度のＰＥＴＳ研修というの
は（Presidents-elect Training Seminar）という意味
で、それがエレクト会議ということの英語版の読み方
になってるようでございます。来年度、こちらの写真
にありますように右側の大柄の方が来年のＲＩ国際ロ
ータリー、全世界の会長であるデ・カマルコ会長、ブ
ラジルの方でございます。職業分類は印刷業と聞いて
おります。そして、その左手にいらっしゃる日本人
のご夫婦が次
年度の2530地
区のガバナー
であります泉
田ご夫妻でご
ざいます。こ
ちら詳しいことはまた後程のページでお知らせします
が、このＲＩ会長と次年度のガバナーはこちらの方々
だということで、皆さんお見知りおきいただければと
思います。次年度のガバナー泉田征慶さんがガバナ
ーということ
で、浪江ロー
タリークラブ
の所属でござ
います。浪江
ロータリーク
ラブは現在30人ぐらいのクラブで、先日もガバナーと
お話させていただきましたが、ほとんどの方が浪江に
住んでないそうです。まだ戻りきれてないということ
で、会社の法人の住所等は残ってるが、住んでる方は
お一方もいないような話で皆さん郡山市や福島市、仙
台市のほうから集まったり、あとそちらのほうで例
会をしながらガバナー輩出年度を迎えるということ
になってるようでございます。こちらがＲＩ会長で、
こちらが来年のＲＩそして地区のテーマとなります。
「UNITE FOR GOOD」ということで、日本語に訳し
ますと「よいことのために手を取りあおう」というこ
とになります。これが来年のこちらの看板のいろんな
とこのロゴにい
ろんな場所で使
われると思いま
す。ロータリー
歴長い方はこの
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他に地区のテーマがあったりいろんなことが、地区の
テーマ今年の場合だとまあちょっと表現が違うんです
けど「ロータリーのマジック」というのがＲＩのメッ
セージ。うちのクラブのメッセージ、今年度阿部会長
のメッセージというのは「思いやりがある感謝のロー
タリー」ということで、両方ともメッセージなんです
けども、次年度からはこれを統一しましょうというこ
とで「よいことのために手を取りあおう」と、この言
葉が上にも下にも一か所に集約される。そういう方針
でいくということになります。後程説明しますが、ロ
ータリーの公共イメージの向上ということで、とにか
くイメージを一つにしましょうということです。こち
らのロゴマークにしても、メッセージにしても、幾つ
もあると皆さんが戸惑うということで、世界で共通に
しましょうということで、来年はこの「UNITE FOR 
GOOD」と「よいことのために手を取りあおう」とい
う言葉がすべての看板に出てくるということを覚えて
おいていただければと思います。とにかく、公共イメ
ージをアップするということと会員の増強というのが、
来年のロータリーの国際的なところと地区のところで
もとても増強されるところで、そのイメージを先程も
言ったようにイメージを統一するということでこの左
側のこのロゴで決定してやりましょうということです。
赤い斜線引いてあるのは今までので、地区かクラブの
メッセージというか目標が入ってたんですが、全国共
通でこの言葉でいきますよというご指導になってきま
す。そのまた翌年はどういうＲＩ会長の方針がどうな
るかわかりま
せんが、こう
いった流れで
いくというこ
とになってお
ります。会員
増強ということで、とにかくＲＩ会長からも会員の増
加ということじゃなくて増強ということで、会員の質
を高めたりもちろん数も増やしましょうということに
なりますが、今全世界でロータリアンはおおむね120
万人いるそうです。そして、毎年全世界でいくと15万
人から20万人の方が新しくロータリーに入られてるそ
うです。そして、15万人から20万人退会してるそうで
す。ですから、ここ数十年来約120万人の方が同じ感
じで推移してるということで、世界的な統計ではそう

なってるようですけども、これが私どもの2530地区に
なりますと何故かこの3年後の会員数ということでど
ういう計算かちょっとわかりませんが、現在2300人ぐ
らいいるんですが3年後は103人減って2199人になって
しまうであろうという、ちょっと下がり基調ですね。
4.5ポイント下がるような指数を地区のほうでは出し
てるようです。そして、この3年間で入ってくるであ
ろう方は771人。そして、退会するであろう方が874人
ということで、世界的なデータよりは控えめな退会者
のほうが多いということのデータになってますので、
このままでいけば2530地区は間違いなく減るであろう
という計算になってるようです。当クラブはありがた
いことに何故か増え基調ですから、そういったこの心
配はないんで
すが、当クラ
ブだけの問題
ではありませ
んのでそこは
尚気を付けて
やはり数が多くて質が悪いというのも良くありません
し、では質を重視して数が減ってしまってもというの
もそちらも良くありませんので、その辺のバランスを
取った会員の増強というのを来年度も強くやるように
ということで、私もその辺は同感しております。実際、
データ上ですと入った方の新入会員の30％ぐらいが2
年以内に退会するそうです。そして、新入会員の中の
70％が5年以内に退会してしまうそうです、データ上。
ですから、私どもやはりロータリー歴が長かったり、
運営する側になった時にはやはり新入会員を沢山来て
いただくのはいいんですが、入ったあとのケアですね。
それが2年から5年間しっかりケアをして、ロータリー
の楽しさだったり有意義性というのを根付かせれば、
もういわゆるこっちのもんだということで辞める辞め
ないのレベルじゃなくロータリー活動に専念してくれ
る人が育つであろうということでそちらも強く、来年
度だけの話ではありませんがそういったところを強く
調整してって、とにかく新入会員のケアというのをし
ていければいいかなと思っております。そして、こち
らが来年度泉田ガバナーの事業方針となります。ロー
タリーの理解を深める活動。そして、先程からも何回
も出てます公共イメージの向上。そして、充実した例
会の実施に為の支援ということで、こちらが三本柱で
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やってきますということです。こちらもう皆さん聞
き慣れた言葉
ですので、も
うこのままこ
ちらを推進し
てくと。ただ、
その中でもう
一つちょっと強力にやってこうというのが、こちらの
新入会員のやはり退会防止の対策ということで、今ほ
ど話したような新入会員をケアして、なるべく例会に
も参加して事業にも参加して定着率を上げようという
のがやはり次年度の泉田ガバナーの強いお考えのよう
です。公共イメージの定着ということで、やはり先程
も言ったようにこのマークですね。この辺をしっかり
してこうということで、作っていただいて申し訳なか
ったんですがこういうマークはなるべく新しい会員の
方は、これ前のロゴなんですね。こういったのはなる
べく目につかない所にしながらやってきましょうと。
それをどんど
んやってって
公共イメージ
を定着させな
いと駄目です
よというのが
強くあるようです。コロナの震災以来ですね、ロータ
リーを知ってるか知ってないか、ちょっとこの中にち
ゃんとした数字入ってるんですけど、ちょっとうろ覚
えなんですが。この公共イメージで統一したブランド
のロゴを使って皆さんにイメージさせましょうという
ことで、さっき渡部勝也さんからも聞かれたんですけ
ど、これどっちが本当なんだということでちょっとこ
れ見づらいんですけども、上が公式かな。下が簡易。
「INTERNATIONAL　ROTARY」と書いてるか書
いてないかだけなんですね、ここが。ちょっとこの辺
も一本化すりゃいいのにななんて思ったりもしますけ
ども、これが公式のロゴで徹底していくということで
す。そして、これが誇りのシンボルということでロー
タリーがない時は徹底してこれを使ってってください
よということです。それでロータリーの資料の中で、
こういったのをやらないでねというのをしきりに、ど
こ違うも何もないんですけども、日本の国旗と台湾の
国旗の間にロータリーマークを付けてしまって、なん

となく独自のマーク作ってしまってると。こういうの
もなるべく避けましょうよということです。あとはこ
の右側のどこかの国のクラブのマークなんでしょうが、
独自ではなるべく作らないで、これですね、正しいの
はね。ロータリー、そして「Club of Somewhere」と
いうことですから「Club of SirakawaWest」というの
が正式なので、これを徹底的に守りましょうよという
ことです。そして、お膝元の米山記念館のマークも違
うよということは、これは前のロゴです。ちょっと小
さいんですが、上にこうこれです。これは今、現在の
米山梅吉記念館のパンフレットですが、この辺も含め
て意識して直していきましょうよということです。こ
の辺がやってくとどういうデータがあるかというと、
このロゴマークで見たことあるかないかというデータ
取りますと、約19年20年と23年24年のデータですが3
ポイントくらいマークは見たことあるよという意識が
一般の方には付いているようです。ですから、この辺
を徹底してやってくことによって、まず見たことがあ
ったり意識をしてもらうというのが大事じゃないかと。
その他に、ロータリークラブという団体見たり聞いた
りしたことありますかというと、マークの認知度上が
っているのにここはないんですね。ここ7％8％くらい
下がっちゃってるんですね。こういったところをどん
どん統一して、できればポイントを上げてくようにし
ましょうよというのが公共イメージの向上というのに
繋がってくと。ここもそうです。どんな活動してるか
というと、32％～32.8％なので減ってはいないですけ
どもそこまで増えてないということですから、一部の
方だけが一部のところで知ってるということで、ここ
をあと何ポイントか上げてく努力も必要じゃないかと
思っております。ロータリークラブ、ここは会員の増
強とかそういった部分も関連してますが、ここはほと
んど変わってないと、20％ぐらいしかないということ
ですね。ここが、友人、知人、家族、そして新聞とい
うことで、多分コロナ過の影響だと思うんですね、こ
の辺はね。コロナ過の影響で友人、知人とか外出の制
限があったのでそちらが減って、メディア系が少し増
えたんですが、この辺も告知するのにはやはりこうい
った部分を来年も多く使うべきでしょうし、ロータリ
ーを広める時にはやはり友人、知人とあと家族の理解
を得ながら、いろんなとこでロータリーのことを知っ
て広めていくという活動は、こちらも上げる努力は来
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年してきたいと思ってます。そして、とにかく大事な
のは例会の出席ということが大事だと。私も入りたて
の頃はですね、もう会費払ってんだし、もうそっとし
ておいてよと。行ける時に行きたいよという感じが強
かったんですが、やはり何年間か役職をいただいたり
出席するようになってから、やはり例会は本当に大事
だなというのはだんだん感じるようになってます。今
なってないとちょっとまずいです。まずいですが、そ
こをこう如何に先程お話したように2年から5年で辞め
られちゃう前にその大事さを覚えていただく、そうい
ったところ。ですから、昔は義務だともちろん言われ
ましたし、最近の若い方だとこれは権利なんだと。会
費払ってるんだから、来ようが来まいがそれはいいん
じゃないのという権利を言う部分もありますし、先輩
方では例会出席はもう義務なんだと。出欠取るなんて
と昔ありましたね。来るの当たり前なんだから、出欠
なんかいらないんだと教えられた時もありました。た
だここ最近の新しい言葉なのかな、昔からあったのか
ちょっとあれなんですが、規則的例会出席の原則とい
うことで、例会を規則的にやり、皆さんが習慣的に来
られるように。その言葉は読んでいただけるかと思い
ますが、そのカッコの所です。忙しければ忙しいほど
例会に出よ。そして、絶えず自分がどんどん高まって
いくそのエネルギーを与えるのが他のロータリアンと
いうことで、やはりロータリーの例会とか事業に参加
した時に、事業そのものの崇高さも大事ですが、そこ
に来てたまたまこうテーブルで隣にあった先輩たちと
ちょっと一言二言でもいい話を聞けたとか、いろんな
話を先輩に話が聞けたというのの大事さとかそこを一
回味わうと、とても例会に来る機会が増えるんじゃな
いかなと感じます。それが当クラブはホームミーティ
ングが尚もっと集約した部分でしょうから、その辺を
より強く新しい新規の事業をいろいろするというより
は、そういった基本に立ち返って例会とホームミーテ
ィングとを厚く充実したものになれればいいかなとい
うのを来年はちょっと意識してやってこようと思いま
す。そして、究極なのがこの一番下の「心を求めて例
会にいたり境地を得て例会を去る」という究極ですね。
これぐらいまでなれれば例会に出てくる意味だった
り、参加する意義が自分自身でこう確立できるのかな
と。こちら小堀さん、ロータリアンの方で中央大学の
名誉教授をやられた方のお言葉のようです。そういっ

たことで、基本に忠実にしながら尚且つ中身を充実し
てく意識でやってきたいと思います。そういったこと
で、来年は例会やそういったことを大事にするという
ことが大事になりますし、これ最後のほうになります
が、来年は金田ガバナーエレクトを輩出するというこ
とで、地区の運営に関しても私どものクラブはいつも
の年よりもアンテナを高くしてお手伝いする年になる
ということで、こちらが地区の公式行事のガバナーエ
レクトが主導する行事というセミナーですね。慣れて
らっしゃる方もわかってるかと思いますが、こちらは
来年度の後半、2月3月4月5月くらいの来年度からもう
直前のガバナーが主管する大きいセミナーがもう来年
度に待っております。ですので、なんとなくこう来年
は周年で、翌年はガバナー金田さんを応援する年だな
って思ってるとそうでもなく、来年の周年の後半はも
うそこからもう金田ガバナー年度の支援が強く始まる
ということです。私もちょっとエレクトの段階からい
ろんな行事を仕切るというのは本当に恥ずかしながら
つい最近知ったんですが、この二番目にある会長エレ
クト研修ですね。これ今日報告させていただいてるＰ
ＥＴＳのセミナーですが、もうその段階ではもう青木
大君が参加する時にはもう金田ガバナーエレクトは主
幹して白河の地で、もちろん地区の委員、役員の方も
沢山お手伝いしますけども、白河西ロータリーも沢山
のお手伝いが必要だということで。私が今回参加した
時に浪江ロータリーの方、多分全員で30人ぐらいいな
いんですが、浪江ロータリーの方はおそらく20人以上
はお手伝いというか設営のスタッフに携わっておりま
したので、来年はその部分が白河西が担うということ
になります。そういったところも含めて来年は40周年
ということで、7月に方針等は詳しくお知らせします
が、敢えて言うならば特に変わったことは敢えてしま
せん。記念式典と懇親会。ただ、今までよりも例会や
ホームミーティングや今までの事業にしっかりと肉厚
を付けて40周年の記念と感謝を皆様にお知らせすると
いうのをやりますし、もう後半からはもう地区の行事
に全力でお手伝いすると金田ガバナーエレクトを応援
するのも一つの周年事業ということで、周年はこれで
40周年ということですから何回目かの周年ですけども、
ガバナー輩出は白河西ロータリー始まって以来の輩出
ですし、おそらく次また白河西にそんなチャンスがあ
る時には、おそらくほとんどの方はここにはいらっし
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ゃらない年数がかかると思いますので、こういった貴
重な機会ですから来年はいろいろな経験が皆さん出来
るかと思いますので、充実した来年の今頃には充実し
たいい疲れを残して終わればいいかなと思ってますの
で、そういった部分で来年一年間ご協力いただければ
と思います。それでは、報告は以上にさせていただき
ます。ありがとうございます。

●金田昇ガバナーノミニー

　皆さん、こんにちは。今ほど、次
年度会長であります藤田君からＰＥ
ＴＳの報告ありました。ＰＥＴＳと
いうのは、地区の三大セミナーの中
で最も大切な一つの各クラブをしっ
かりまとめてくためのスタートとい

うことで、次年度の会長さんと心を一つにし目的を一
緒にするというふうな事業であります。先程、昼に藤
田さんのほうから事細かにご説明いただき、また次年
度わたくしも含めて地区に対する思い入れを語ってい
ただきました。本当にありがとうございます。身に余
るというか、引き締まる思いで聞かせていただきまし
た。次年度は私たちのクラブがそれを主宰しなくちゃ
ならないということと同時に、それに対して皆さんに
対して私自身も心をしっかり持って、一つになるよう
に努力していきたいなと思いました。次年度、40周年
も抱えてます。そういう意味では、クラブの規模を73
名というと福島県内でも5本の指くらいですかね。5番
目か6番目くらいの規模のクラブです。規模に負けな
いように恥じないようにしっかりと運営していきたい
なと思いますので、ご指導お願いいたします。本日は
藤田君、ありがとうございました。

■閉会点鐘� 阿部克弘会長

　皆さんもご存じだと思うんですがカメラがですね、
ズームが利くようになりまして、また左右にも動くよ
うになっておりまして、次年度、次々年度に向けてＩ
Ｔ委員会もバージョンアップしておりますので、是非
ご期待をいただければなというふうに思っております。
閉会します。ありがとうございました。

・小松菜のお浸し
・桜海老と野菜の
かき揚げ　天つゆ、
ぼうず
・若鶏もも肉のピリ
辛照り焼き
・白河産こしひかり
・味噌汁
・蕪の浅漬け
・水菓子

4月3日　　～本日のメニュー～

第11回理事会　議事録
●報告事項
１．４月プログラム変更について
４月１０日ゲスト卓話と４月２４日観桜会が変更にな
る。それに伴い４月１０日理事会を本日４月３日に変
更させていただきました。
２．令和７年大船渡大規模山林火災支援のお願いにつ
いて　
支援締め切りの関係上、理事会承認前に募金活動を行
いました。
３．４月１０日矢吹ロータリークラブ合同観桜会予算
について
会費７，０００円の内、個人負担４，０００円、会負
担３，０００円の割合で支出します。観桜会予算は年
度予算で承認済みにつき、報告事項となります。
●審議事項
１．令和７年大船渡大規模山林火災支援のお願いにつ
いて
義援金として４５，７７０円が集まり、西ロータリ
ークラブ渉外費予算から５４，２３０円を支出し金
１００，０００円支援する事に全員一致で承認。
２．白河西ロータリークラブ　クラブバナー制作につ
いて
㈱オクトンにて１００枚２６９，５００円で制作する
事に全員一致で承認。

■D2530地区運営準備委員会

４月４日（PM６：30）東京第一ホテル（3階会議室）


